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新
成
せ
ん
ぼ
く

西
宮　

三
春 

議
員

蒼
生
会

門
脇　

晃
幸 

議
員

・ファミリーサポートセンター…地域住民が子育ての助け合いを行うシステム
用語
解説

7
人
の
提
言

ああああああああ
ああああああああ

子
育
て
世
帯
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
一
般

質
問
で
提
案
し
た
、
お
昼
寝
コ
ッ
ト
の

導
入
に
向
け
た
時
期
や
規
模
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　

市
内
で
偏
り
が
出
な
い
よ
う
平

等
に
実
施
し
た
い
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
等
が
あ
り
、
導
入
可
能
な
施
設
か
ら

段
階
的
に
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
※

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　

市
民
か
ら
導
入
し
て
ほ
し
い
と

の
声
が
あ
る
。市
民
同
士
が
支
え
あ
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
行
う
仕
組
み

の
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
つ
い
て
は
令
和
９
年

度
中
に
進
め
る
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
と
共
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

８
月　

日
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

質
問　

多
く
の
市
民
が
仙
北
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
得
て
い
る
が
、
人
命

最
優
先
の
避
難
指
示
等
の
呼
び
か
け
文

面
を
短
く
・
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
で

き
な
い
か
。

答
弁　

読
む
こ
と
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
う
ご
指
摘
を
重
く
受
け
止
め
、
今

後
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
検
証
し

て
い
く
。

質
問　

今
回
の
よ
う
な
災
害
を
想
定

し
、
孤
立
地
域
と
な
り
う
る
地
域
の
非

常
用
備
蓄
は
、
分
散
備
蓄
と
な
っ
て
い

る
が
、そ
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

災
害
備
蓄
品
は
、
西
木
庁
舎
裏

の
車
庫
を
備
蓄
倉
庫
の
拠
点
と
し
、
一

括
保
全
し
、各
避
難
所
及
び
庁
舎
に
は
、

一
定
の
量
を
配
置
し
て
い
る
。
山
鳩
館

に
も
、
避
難
所
開
設
と
同
時
に
、
非
常

食
と
水
を
消
防
団
が
運
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】　

◆
運
転
免
許
返
納
制
度
に
つ
い
て

◆
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

仙
北
市
立
病
院
の
維
持
継
続
と

方
向
性
に
つ
い
て

質
問　

自
治
体
病
院
の
良
い
と
こ
ろ

は
。

答
弁　

市
民
に
寄
り
添
っ
た
病
院
で
あ

る
こ
と
が
最
大
の
良
い
と
こ
ろ
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

自
治
体
病
院
の
果
た
す
役
割
は

何
か
。
ま
た
、
一
定
の
赤
字
を
織
り
込

ん
だ
経
営
健
全
化
計
画
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁　

採
算
性
や
特
殊
性
の
面
か
ら
、

民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
が
困
難
で
あ

る
診
療
に
対
し
、
市
民
の
健
康
保
持
に

必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
果
た

す
役
割
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
自
治
体
病
院
の
役
割
を
考
え

た
と
き
、
赤
字
イ
コ
ー
ル
そ
れ
が
だ
め

だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

質
問　

経
営
問
題
に
対
応
す
る
院
内
体

制
は
万
全
か
。
ま
た
、
診
療
報
酬
に
よ

る
適
宜
適
切
な
対
応
等
、
国
に
求
め
続

け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

現
状
は
万
全
で
は
な
い
。
万
全

を
目
指
し
て
、
現
在
、
院
内
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
診
療
報
酬

制
度
の
適
切
な
見
直
し
と
財
政
支
援
を

継
続
し
て
求
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
自

ら
の
経
営
改
善
と
国
に
よ
る
支
援
の
両

輪
で
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

市
民
が
自
治
体
病
院
に
何
を
求

め
て
い
る
の
か
を
含
め
、
あ
る
べ
き
病

院
像
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。
そ
し
て
、
目
指
す
病
院
像
へ
の

道
の
り
は
、
大
き
く
鉈
を
振
る
う
改
革

が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
覚
悟
は
あ
る

か
。

答
弁　

市
民
に
寄
り
添
っ
た
医
療
を
提

供
し
、医
療
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
、

愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
努

め
る
。
ま
た
、
大
き
く
鉈
を
振
る
う
改

革
の
必
要
性
は
強
く
認
識
し
て
い
る
。

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
基

盤
を
支
え
、
将
来
世
代
へ
つ
な
ぐ
持
続

可
能
な
医
療
の
実
現
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

■保護者負担軽減を図ることができる
　お昼寝コット

■大きく鉈を振るう改革が必要な
二つの病院経営
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田沢湖病院

角館総合病院
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田
口  

寿
宜 

議
員

公
明
党

熊
谷　

一
夫 

議
員

7
人
の
提
言

定
。
上
桧
木
内
・
桧
木
内
地
区
で
水
稲

約
33
．５
ha
、
そ
ば
約
43
．２
ha
、
大
豆

約
５
．９
ha
、
田
沢
地
区
で
そ
ば
と
養

殖
魚
の
一
部
流
出
被
害
を
確
認
し
復
旧

支
援
策
は
検
討
す
る
。

　

烏
屋
森
橋
周
辺
の
国
道
１
０
５
号
は

大
型
土
の
う
と
敷
き
鉄
板
で
対
応
、
県

よ
り
規
制
解
除
は
未
定
と
の
事
で
あ

る
。

骨
髄
移
植
・
末
梢
血
幹
細
胞
移
植

ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
を
し
よ
う

質
問　

ド
ナ
ー
登
録
の
普
及
・
啓
発
と

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
推
進
、
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
へ
の
助
成
金
交
付
の
考
え
は
な

い
か
。

答
弁　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
は
、
市

広
報
・
Ｈ
Ｐ
等
で
普
及
・
啓
発
に
努
め

る
。
助
成
金
は
、
他
自
治
体
の
取
り
組

み
状
況
や
制
度
の
効
果
、
財
政
面
を
検

証
し
、
可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
・
研

究
を
進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】 

◆
未
来
へ
夢
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
へ

少
子
化
対
策
と
移
住
・
定
住
事
業
に

つ
い
て

◆
自
然
ふ
れ
あ
い
温
泉
館
ア
ル
パ
こ
ま

く
さ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
温
泉
の
魅

力
復
活
を
！

桧
木
内
地
区
の
大
雨
災
害
に
つ

い
て

質
問　

①
災
害
の
初
動
体
制
は
迅
速
、

的
確
に
指
揮
・
命
令
系
統
化
さ
れ
て
い

た
か
。

②
現
場
で
被
災
者
の
状
況
確
認
や
孤
立

集
落
へ
の
対
応
。

③
被
災
者
の
相
談
窓
口
、
周
知
方
法
。

④
罹
災
証
明
書
の
発
行
。

⑤
水
道
の
復
旧
、
農
業
被
害
と
支
援
、

国
道
１
０
５
号
線
の
復
旧
見
通
し
に
つ

い
て
。

答
弁　

①
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

各
部
局
長
、
警
察
、
消
防
、
国
、
県
職

員
等
の
メ
ン
バ
ー
で
対
応
し
た
。

②
早
急
に
職
員
・
消
防
団
を
派
遣
し
被

害
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
。
孤
立
地
区

へ
も
水
・
非
常
食
等
の
支
援
物
資
を
届

け
た
。

③
山
鳩
館
の
避
難
所
に
相
談
窓
口
を
設

置
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
、
職
員
の
チ

ラ
シ
配
布
等
で
周
知
し
た
。

④
８
月
26
日
よ
り
床
上
・
床
下
浸
水
35

軒
中
４
軒
残
し
、
罹
災
証
明
書
交
付
済

み
で
あ
る
。

⑤
水
道
は
今
日
現
在
68
件
が
断
水
。
仮

設
修
理
を
行
い
９
月
上
旬
に
仮
復
旧
予

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
誘
致
事
業
に
つ
い
て

質
問　

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁　

白
岩
仮
校
舎
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
６
年
８
月
開
校
を
目
指
す
と
、

明
確
な
方
針
が
経
営
者
か
ら
示
さ
れ

た
。

　

湖
畔
の
本
校
舎
に
つ
い
て
は
、
候
補

地
で
あ
る
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
周
辺
の
埋
蔵

文
化
財
調
査
の
結
果
、
開
発
が
可
能
と

の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
今

後
は
売
却
か
賃
貸
か
に
つ
い
て
本
格
的

に
交
渉
を
進
め
る
。
学
校
設
置
認
可
に

つ
い
て
も
、
今
年
度
中
の
申
請
を
目
指

し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

開
校
後
、
も
し
も
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
本
校
舎
や
土
地
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
取
り
決
め
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁　

も
し
学
校
運
営
が
計
画
ど
お
り

に
進
ま
な
か
っ
た
場
合
や
事
業
継
続
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
契
約
内

容
に
買
い
戻
し
特
約
を
盛
り
込
む
事
を

検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
売
却
や
賃

貸
を
行
っ
た
場
合
に
他
の
用
途
に
転
用

さ
れ
た
り
、
第
三
者
に
転
売
さ
れ
た
り

す
る
事
が
な
い
よ
う
、
顧
問
弁
護
士
と

相
談
し
な
が
ら
覚
書
を
取
り
交
わ
す
計

画
で
あ
る
。

田
沢
湖
の
湖
面
を
安
全
に
利
用

す
る
た
め
に

質
問　

各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
湖
面

を
利
用
さ
れ
る
方
々
が
安
心
・
安
全
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
県
と
も

協
議
を
進
め
な
が
ら
田
沢
湖
湖
面
利
用

適
正
化
条
例
（
仮
称
）
を
制
定
す
る
事

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

田
沢
湖
湖
面
利
用
適
正
化
推
進

協
議
会
で
作
成
し
た
ル
ー
ル
の
周
知
を

図
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
条
例
の
制
定

と
い
う
事
も
あ
る
と
思
う
。
管
理
す
る

県
と
も
情
報
共
有
を
図
り
、
安
心
・
安

全
に
田
沢
湖
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
を
実

現
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

■みんなが安全・安心に楽しめる田沢湖へ
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荒
木
田
俊
一 

議
員

新
成
せ
ん
ぼ
く

青
柳
宗
五
郎 

議
員

7
人
の
提
言

ああああああああ
ああああああああ

記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
住
宅

の
浸
水
や
農
業
被
害
、
断
水
等
、

つ
の
る
不
安
解
消
の
為
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

国
・
県
・
仙
北
市
の
対
応
は
。

答
弁　

現
状
復
帰
だ
け
で
は
、
リ
ス
ク

を
回
避
で
き
な
い
た
め
、
激
甚
災
害
指

定
等
の
要
望
と
と
も
に
、
再
発
防
止
の

措
置
に
つ
い
て
も
国
に
要
望
し
て
い

く
。
浸
水
に
よ
り
住
宅
が
床
上
・
床
下

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
お
宅
に
対
し
、
市

や
県
か
ら
の
見
舞
金
を
支
給
し
、
応
急

修
理
す
る
場
合
は
、
費
用
の
一
部
を
国

の
災
害
救
助
法
に
基
づ
き
助
成
し
て
い

く
。

田
沢
湖
の
護
岸
工
事
に
つ
い
て

質
問　

未
完
成
部
分
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

答
弁　

田
沢
湖
の
護
岸
工
事
は
秋
田
県

の
事
業
と
し
て
平
成
13
年
か
ら
平
成
26

年
度
に
実
施
し
、
湖
岸
の
整
備
は
、
宅

地
・
田
畑
・
観
光
施
設
な
ど
の
一
般
資

産
、
湖
岸
道
路
等
の
公
共
施
設
を
浸
食

か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
湖
岸
延
長

19
．
８
km
の
う
ち
損
傷
の
激
し
い
護
岸

及
び
浸
食
の
著
し
い
区
間
の
合
計
６
，

８
０
５
ｍ
の
整
備
を
実
施
し
た
。
未
完

成
部
分
は
約
13‌

㎞
だ
が
、そ
の
区
間
は
、

現
況
の
地
形
及
び
護
岸
の
機
能
が
維
持

さ
れ
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

未
完
成
部
分
の
13‌

㎞
の
整
備
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
国
・
県
に
対

し
要
望
し
て
い
く
考
え
を
伺
う
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
護
岸
整
備
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
現
地
を
確
認
し
、
仙
北
地

域
振
興
局
建
設
部
等
の
関
係
機
関
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
。

仙
北
市
誕
生
か
ら
二
十
年
と
な
る

が
、
こ
の
先
の
仙
北
市
の
姿
は

質
問　

新
市
合
併
時
に
描
い
た
姿
と
現

状
に
は
乖
離
が
あ
る
が
、
こ
の
先
の
仙

北
市
の
姿
は
。

答
弁　

様
々
な
過
去
の
遺
物
の
解
体
や

負
の
遺
産
を
整
理
し
て
い
く
。
若
い
世

代
が
暮
ら
し
や
す
く
働
き
や
す
い
雇
用

の
環
境
を
整
え
、
し
が
ら
み
な
く
活
動

で
き
る
仕
組
み
を
広
げ
て
い
く
。
農
業

や
観
光
産
業
は
高
付
加
価
値
化
を
目
指

す
。

質
問　

田
沢
湖
病
院
を
今
後
と
も
病
院

機
能
と
し
て
維
持
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

慢
性
的
な
経
営
状
況
の
赤
字
化

は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
市
民
に

支
持
い
た
だ
く
医
療
の
再
構
築
が
必
要

で
あ
り
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
医
療

を
提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
経

営
健
全
化
計
画
の
策
定
に
繋
げ
る
。

質
問　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
が
、
農
道
や
農
業
施
設
の
復

旧
へ
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

箱
檻
や
ワ
ナ
の
増
強
も
必
要
で
は
な
い

か
。

答
弁　

捕
獲
の
成
果
が
出
て
い
な
い
現

状
で
あ
り
、
被
害
復
旧
支
援
の
制
度
設

計
を
検
討
し
来
年
度
の
予
算
化
を
目
指

す
。
檻
や
ワ
ナ
の
増
強
に
つ
い
て
も
予

算
化
を
目
指
し
、
狩
猟
強
化
も
検
討
す

る
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
米
は

食
品
衛
生
法
の
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。
検
査
を
し
て
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
推
奨
し
、
支
援
し
て
い
く
必
要
は

な
い
の
か
。

答
弁　

少
量
を
検
査
し
た
以
外
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。
消
費
者
の
安
心
と
市

の
信
用
を
守
る
た
め
に
も
、
検
査
を
推

奨
す
る
だ
け
で
な
く
、
費
用
の
一
部
を

支
援
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
桧
木
内
、
上
桧
木
内
の
大
雨
災
害
に

お
け
る
農
地
の
復
旧
に
つ
い
て　

■浸食が著しい田沢湖畔

■８月の上桧木内地区を襲った大雨の状況

■ふるさと納税の返礼品で人気の仙北米



こ
こ
が
聞
き
た
い

特集  8/19 ～ 21 大雨災害状況（上桧木内地区）

　８月19日から21日にかけて前線や暖かく湿った空気の影響により降り続いた大雨で、降り始めから
の48時間降水量が桧木内地区で319ミリとなり、桧木内川が氾濫し大きな被害がありました。
　被災された市民のみなさまに、心からお見舞いを申し上げます。

仙北市議会だより 8

蒼
生
会

高
橋　

輝
彦 

議
員

7
人
の
提
言

田
口
市
政 
一
期
目
４
年
間
の
検

証
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

保
育
園
の
給
食
費
・
保
育
料
及

び
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を

実
施
し
て
き
た
が
、
出
生
数
の
増
加
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
小
・
中
学
生
の
給

食
費
無
償
化
は
ど
う
か
。

答
弁　

本
来
、
国
が
や
る
べ
き
事
と

思
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
無
償
化

に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問　

角
館
高
校
へ
の
「
地
域
み
ら
い

留
学
」
に
よ
る
県
外
か
ら
の
入
学
受
入

れ
推
進
の
た
め
、
ク
リ
オ
ン
の
自
炊
棟

を
宿
泊
施
設
と
し
て
提
供
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁　

自
炊
棟
を
大
雨
で
被
災
し
た

方
々
へ
の
提
供

を
検
討
し
た

が
、
老
朽
化
が

激
し
く
活
用
に

は
大
幅
な
改
修

が
必
要
で
あ

り
、
課
題
が
多

い
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
白
岩
仮
校
舎
は
今
年
９
月

開
校
予
定
だ
っ
た
が
、
来
年
８
月
に
延

期
さ
れ
る
こ
と
で
、
改
修
工
事
や
学
校

と
し
て
の
認
可
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

白
岩
仮
校
舎
の
寄
宿
舎
と
す
る

空
き
家
の
準
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
開

校
を
延
期
す
る
。
本
校
舎
予
定
地
の
田

沢
湖
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ
は
、
売
却
を
勧
め

て
お
り
、
今
後
、
改
修
工
事
の
調
査
が

始
ま
る
が
、
工
事
は
来
年
３
月
か
４
月

の
予
定
で
あ
る
。
学
校
の
認
可
は
ま
だ

で
あ
る
。

質
問　

仙
北
市
は
２
つ
の
病
院
経
営
の

岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
国

へ
の
支
援
や
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

を
要
望
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
人
口

２
万
２
千
人
の
市
が
２
つ
の
病
院
を
経

営
し
て
い
く
覚
悟
を
伺
う
。

答
弁　

国
へ
の
支
援
は
全
国
市
長
会
と

共
に
要
望
し
て
い
く
。
市
の
財
政
は
非

常
に
厳
し
く
、
補
助
金
を
無
限
に
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
院
長
を
は
じ
め
と

し
、
職
員
も
強
い
危
機
感
を
持
つ
べ
き

と
の
思
い
で
、
経
営
健
全
化
計
画
策
定

に
至
っ
た
。
こ
れ
を
基も

と

に
私
も
関
わ
り

両
病
院
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
上
野
庁
舎
供
用
開
始
後
の
各
部
所
の

再
配
置
に
つ
い
て

■角館高校の宿泊施設に提案された
　クリオンの自炊棟

■全国各地から参集したボランティア

■ 8/20 桧木内川が氾濫

■市議会（蒼生会）のボランティア活動

■桧木内川氾濫によりえぐり取られた路肩

■山鳩館での炊き出しボランティア

■床上浸水住家の災害廃棄物




